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一 一 学 会 録 事一一

1.日本藻類学会第6回大会と日本藻類学会30周年記念

講演会

昭和57年3月31日と 4月1日の両日，筑波大学第2

学群において，第6回大会が開催された。大会に先だ

っ3月30日には日本藻類学会30周年記念事業のーっと

して記念講演会が筑波大学生命科学委員会との共催で

河太学大学会館ホールで行われた。

大会は当日受付を含め， 125名の参加があり， 55題

の講演(一般講演51題， うちポスター展示11題，シン

ポジウム 4題)が行われた。

記念講演会は「日本における藻類学の進歩」と題し

中村義輝，庚瀬弘幸，西淳一俊，新崎盛敏の4氏によ

る講演と山本海苔研究所の提供による映画「アサクサ

ノリ」の上映が行われた。記念講演会には本学会員お

よび一般来聴者約150名が参会した。

大会第一日目，一般講演終了後，昭和57年度総会と

日本藻類学会30周年記念祝賀会が行われた。祝賀会は

会長の挨拶に続く康瀬弘幸氏の乾杯の音頭で始まり，

新崎盛敏氏の閉会の挨拶の終るまでの2時間余， 106名

の出席者で、賑わった。祝賀会々場入口では参加者全員

に藻類がデザインされた笠間焼茶椀が30周年を記念し

て配布された。

記念講演会を共催して下さった筑波大学生命科学委

員会と，大会，総会および祝賀会の開催に配慮をいた

だいた筑波大学生物科学系長市村俊英教授と大悟法滋

講師に感謝申し上げる。

大会参加者:赤塚伊三武，秋岡英承，秋山 優，吾

妻行雄，新崎輝子，新崎盛敏，有賀祐勝，安藤一男，

井浦宏司，猪川倫好，井口数彦，石川依久子，市村輝

宜，出井雅彦，出口真，伊藤市郎，巌佐耕三，岩崎英

雄，内山茂，梅崎 勇，大島海一，太田雅隆，大谷修

司，大野正夫，大葉英雄，大房 剛，大森長朗，岡崎

恵視，岡部作一，小河久朗，奥田武男，奥田弘枝，長

田敬五，長船哲斎，垣内政宏，笠井文絵，加崎英男，

梶村光男，片田実，片山徹，加藤君雄，金子孝，

川嶋昭二，喜田和四郎，熊野茂，黒木宗尚，後藤道

美，小林艶子，小林弘，小杉英一，今野敏徳，斉藤

棲一，斎藤実，阪井輿志雄，崎山妙子，佐藤郷美，

猿渡厚史，志村直美，新原義昭，須永 智，角田修次，

瀬戸良三，造力武彦，高野秀昭，高橋宗弘，舘脇正和，

団中次郎，問中美智子，谷口和也，千葉尚二，千原光

雄，寺尾公子，寺脇利信，鳥海三郎，中沢信午，長島

秀行，中庭正人，中野武登，中村義輝，南雲保，並

木岳志， 西淳一俊， 野崎久義， 野田光蔵， Nils T. 

HAGEN，橋田順子，長谷川由雄，畑野智司，服部彩，

馬場将輔，林田文郎，原慶明，坂東忠司，平山知子，

庚瀬弘幸，福島博，藤井修平，藤田大介，藤原秀一，

舟橋説往，堀 輝三，堀口健雄，前川行幸，正置富太

郎，松江和則，松山恵三，真山茂樹，丸山晃，高谷

司郎，三浦昭雄，水沢政雄，宮地和幸，森 通保，山

岸高旺，山田家正，薮 照，横浜康継，吉崎誠，

吉悶忠生， 吉武佐紀子， 吉松定昭， 渡辺恒雄， 渡辺

信，渡辺真之，渡辺途子，

2.評議員会報告

3月30日，記念講演会終了後 (18: 30-20 : 30)筑

波研修センターで評議員会が開催され，昭和57年度総

会に提出される報告事項および議題等について審議が

あった。審議内容は後述の昭和57年度総会の項を参昭

されたし、。

出席者:千原光雄会長，秋山優，梅崎勇，大森

長朗，奥田武雄，加崎英雄，喜田和四郎，小林弘，

阪弁輿志雄，舘脇正和，中沢信午，西淳一俊，庚瀬弘

幸，三浦昭雄，山岸高旺各評議員，田中次郎，原慶

明，横浜康継各幹事，堀輝三編集委員長。

3.編集委員会報告

評議員会に先だち， 3月30日 (17: 00-18: 00)筑

波大学大学会館小会議室で編集委員会が開催された。

その内容は評議員会で審議され，総会で報告されたの

で，総会の項に詳しL、。

出席者:千原光雄会長，堀 輝三編集委員長，秋山

優，巌佐耕三，岩崎英雄，黒木宗尚，小林弘，西淳

一俊，正霞富太郎，吉田忠生各編集委員，渡辺真之編

集幹事。

4.昭和57年度総会

昭和57年3月31日，筑波大学における日本藻類学会

第6回大会第 1日目 (17:00-18 : 00)に総会が開催

された。千原会長の挨拶のあと，議長に小林弘氏

(東学大・教育)を選出した。報告事項と審議事項は

下記のようである。

I.報告事項

1.庶務関係

(1)会員状況 (57年3月現在)名誉会員2名。普通会

員493名。学生会員65名。団体会員42名。賛助会員13
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名。外国会員70名。 (2)昭和56年度文部省科学研究費補

助金「研究成果刊行費J74万円を受けた。また引き続

き57年度の申請を行った。 (3)日本学会事務センターに

学会事務の一部を委託する契約が57年度も締結され

た。 (4)日本植物学会 100周年記念大会開催時(東京，

9月28日から)に秋季集会(講演会と懇親会)を行う

計画である。 (5)昭和57年度中に次期会長および評議員

の選挙が行われる。

2.会計関係

(1)会費納入状況は外国会員(約60%の納入率)以外

は大変順調で90%を越える納入率である。 (2)昭和56年

度一般会計，山田基金決算報告は昭和57年l月18日，

猪川倫好(筑波大・生物科学系)および渡辺信(国

立公害研)の両監事により適正であることが認められ

た。

3.編集関係

昭和57年3月までの学会誌の発行状況と投稿論文数

について報告があった。昭和56年度に発行された29巻

1-4号は総頁数288頁，掲載論文36件，広告 16頁

(19件)であった。 30巻 l号は102頁 9論文で3月10

日に発行された。現在30巻2号掲載予定論文と未審査

論文を含め27編(欧文15編，和文12編)が編集委員の

手許にある。なお30巻 l号より印刷部数が1100部(従

来は900部)に変更になった。

4.評議員会関係

日本藻類学会30周年記念事業の内容と進行状況およ

び同事業の募金委員会発足の経緯と募金状況が報告さ

れた。

n.審議事項

1.昭和56年度一般会計決算報告・同監査報告。昭

和56年度一般会計決算報告は表-1のとおりで，承認さ

れた。

2.昭和56年度山田幸男博士記念事業特別会計決算

報告・同監査報告。同決算報告は表一2のとおりで，承

認された。

3.昭和57年度一般会計予算案

会費値上げしない場合の予算案と会費を値上げした

場合の予算案(表-3)とが報告され，審議の後，後者が

承認された。

4.会費値上げ案

表-4のとおり会費の値上げ案が提示され，昭和57年

度より同案を実施することが承認された。

5. 日本学会事務センターへの委託業務内容の一部

変更

従来学会事務局で行って来た圏内，圏外の定期講読

の業務を昭和57年度より同センターに委託することが

承認された。

6.編集関係

(1)印刷頁利用の方法の変更。従来定められていた奇

数頁おこしの編集のワクをはずし偶数頁おこしも可能

とすることが承認された。 (2)別刷表紙の変更。別刷表

紙は窓付を使用していたが廃止して，以前の様式の表

紙にすることが承認された。 (3)速報論文の扱い方。 2

頁以内の速報論文を受付けることが承認された。但し

1頁当り 1万円(超過頁負担金に相当)の頁負担金を

申し受ける。

7.昭和57，58年度事業計画。

以下のことが承認された。 (1)昭和57年9月28日より

国立教育会館で開催される日本植物学会100周年記念

大会の折に秋季集会(講演会，懇親会)を聞く。演

者，世話人は未定である。 (2)昭和57年9月10日までに

会長および評議員の改選を行う。開票立会人を吉崎

誠氏(東邦大・理・生)と高橋正征氏(筑波大・生物

科学系)に依頼する。 (3)昭和58年度日本藻類学会第7

回大会は，北海道大学付属海藻研究施設長阪井奥志雄

氏の申し出により， 7月下旬頃に室蘭市で開催する。

8.西淳一俊先生名誉会員推薦の件。

元会長の西淳一俊先生は満70歳を迎えられ，本会名

誉会員に推薦された。

9. 日本藻類学会30周年記念事業の件。

本会の創立30周年を記念して以下の事業の実施が承

認された。 (1)筑波大学生物科学系内に日本藻類学会30

周年記念事業委員会を設置する。委員長は会長の千原

光雄とする。 (2)募金委員会を発足させ，会員から選ば

れた 104名を募金委員とし，委員長を黒木宗尚前会長

とする。 (3)記念講演会を昭和57年3月30日，筑波大学

大学会館ホールで開催する。 (4)r藻類J30巻4号を記念

増大号とし，上記記念講演会の内容と日本藻類学会30

年の歴史および記念号にふさわしい記事を掲載する。

(5)r藻類J21巻1号から30巻4号までの索引を作成する。

(6)日本藻類学会第6聞大会2日目 (4月1日)に若手，

中堅研究者によるシンポジウム「海中の植物群落ーそ

の解析的アプローチ」を開催する。 (7)記念事業経費予

算の 100万円を目標に 1口5千円で，会員および会員

以外からの寄付を募る。募金期聞は57年3月から10月

末日までとする。

なお総会終了後，千原光雄委員長からより具体的な

記念事業計画の説明と黒木宗尚募金委員長の就任の挨

拶があった。
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日本藻類学会一般会計決算報告 (56.1.1~56.12.31)昭和56年度表-1

3，837，299 

春季大会プログラム)1 

1， 088， 830 

95，230 

札幌ー筑波移転費〕

220，450 

216，827 

(円)

4，850 

60，000 

72，000 

14，540 

5，610，026 

808，746 

6，418，772 

部

印刷費

(印刷代 (2地 1~4 号
別刷代

学会事務センター扱い分l-業務委託費 l 
会誌発送費，請求書発送費|

コピー代他 J 

発送費

〔会誌発送，

編集費

(論文審査料 英文校閲蹴蜘帆謝耕机宇礼L
編集整理補助'通信費 j 

庶務費

(事務用品費会議費 ) 

雑印刷費，事務整理補助

送換金手数料

春季大会運営補助

幹事手当

幹事交通費補助

の出支(円)

2，531， 708 

1， 828， 000 

155，000 

129，950 

223，758 

195，000 

742，100 

475，500) 

266，600) 

542，524 

221， 550 

20，000 

26，795 

740，000 

部

475件

62 

24 

45 

13 

の

会費

[普通学生

団体

外国

賛助

販売

(定期 ω
パヅクナンパ一

別刷代 (α30件)

広告代(10件)

春季大会プログラム代

預金 利子

文部省刊行助成金

員

員

員

員

員

入

A

2

4耳

4
E

ム
E

4

E

収

4脳 677ld 計

L5M，095 」三戸竺日大子度へ繰越)

6，418，772 合計

小計

前年度繰越金

メ込
ロ 計

@

⑩

⑪

⑪

 

雄

郎

信

好

光

次

原

中

辺

川

千

田

波

猪

会 長

会計幹事

会計監事

会計監事

日本藻類学会

日本藻類学会

日本藻類学会

日本藻類学会

本決算報告は適正であることを認める。

昭和57年 1月18日

昭和57年 1月18日

倫

日本藻類学会

部(円)

o 

o 

1， 095， 507 

1， 095， 507 

山田幸男博士記念事業基金特別会計決算報告 (56.1.1~56.12.31)

部(円支出

38，150 

32，350 

2，800 

3，000 

50，961 

小計 89，111 小計

前年度繰越金 1， 006， 396 次年度繰越金

合計 1， 095， 507 合計

昭和56年度表-2

のの入

学会出版物売と金

(一 lコンブ論文集

日米セミナー記録

預金利子

収

⑪

⑩

@

@

 

雄

郎

信

好

光

次

倫

原

中

辺

JII 

千

田

波

猪

会長

会計幹事

会計庭事

会計監事

日本藻類学会

日本藻類学会

日本藻類学会

日本藻類学会

昭和57年 1月18日

本決算報告は適正であることを認める。

昭和57年1月18日
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表-3 昭和57年度一般会計予算案 日本務類学会

収 出

会 費

普通会員 (475)

学生会員(70) 

外国会員(42) 

団体会員(44) 

賛助会員(14) 

販 売

(定期講読

パックナンバ-

}]IJ 届1]代
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利 子
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ノ』
ロ 計

入
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245，000 
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280，000 
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表-4 会費改正額およびパックナンバー販売価格改正額
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日本藻類学会第6回春季大会 (57.3.31-4.1)会計報告

日本藻類学会春季大会準備委員会

収 入 部 (円)

30，500 
20，0001 
10，500) 

17，176 
232，290 

240，000 
56，321 

27，713 

604，000 

大会参加費

(予約申込 乙ω叩川0∞卿0∞0
当日申込 2，5印0∞0円

祝賀会参加費

寄付

学会補助金

メ込
口 計

昭和57年4月5日

の 部 (円)

282，000 
192，000) 
90，000) 
202，000 

60，000 
60，000 

604，000 

支出の

印刷代

(プログラム別刷代

振替用紙印刷

学会会 場 費

アルバイト代

祝賀会会食代

雑 費

学会補助金返却金

4 
口 計

日本藻類学会会計幹事田中次郎⑮

日本藻類学会30周年記念事業募金委員会

昭和56年10月5日の評議員会および昭和56年11月10日の持回り評議員会における審議の結果前項に記述のよう

に，日本藻類学会 30周年記念事業が実施されることになった。これに伴い同記念事業委員会(委員長千原光雄)

が設置され， また事業の財政措置に対応するために募金委員会が昭和57年3月1日に発足した。 募金委員長には

黒木宗尚前会長が就任し，委員には下記の方々の就任をみた。募金目標額は約 100万円，募金期聞は昭和57年3月

1日~同年10月31日，申込先は日本藻類学会30周年記念事業委員会振替宇都宮4-6598である。 なお募金によっ

て得た金額は主として「藻類」の記念増大号の出版費等に使用の予定である。

秋山 優

安藤一男

糸野 洋

岩崎英雄

大野正夫

奥田武男

加藤君雄

鬼頭 鈎

小林 弘

新村 厳

高橋永治

千原光雄

徳田 康

西津一俊

長谷川由雄

福島 博

舟橋説往

増田道夫

宮田 益忠

横浜康継

渡辺 信

96件

36件

(101件)

(3件)

秋山和夫

庵谷 晃

今回 克

岩本康三

大房 剛

小野知足

香村真徳

楠元 守

斉藤英三

須藤俊造

田沢伸雄

辻寧昭

中沢信午

西浜雄二

林田文郎

福岡育二郎

古谷庫造

松井敏夫

簸烈

吉崎 誠

渡辺恒雄

郎
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三
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昭
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達
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崎

森
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木

藤
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脇

庭

沢

代

浦

岸

田

辺

安

猪

今

梅

大

梶

川

黒

斉

瀬

舘

坪

中

野

原

福

堀

三

山

吉

渡

新 崎 盛 敏

市村輝笠

入来義彦

梅林 僑

岡崎恵視

片田 実

川端清策

熊野 茂

斉藤 談

造 力 武 彦

田中 剛

津村孝平

中野武登

野田光蔵

原口和夫

藤 山 虎 也

前 田 昌 徹

三上日出夫

山 田 家 正

吉田忠生

渡辺真之

有 賀 祐 勝

伊 藤 市 郎

厳佐耕三

榎本幸人

小 河 久 朗

加崎英男

喜田和四郎

小林艶子

阪井輿志雄

高 野 秀 昭

谷 口 森 俊

寺本賢一郎

中村義輝

芳賀 卓

庚瀬弘幸

船野隆

正置富太郎

右 田 清 治

山田信夫

四 井 敏 雄
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募金委員会からのお知らせ

昭和57年4月末日までに御寄付下さった方の御芳名は下記の通りです。

日本藻類学会30周年記念事業寄付者名簿

4月28日現在

秋山優安達六郎新崎輝子有賀祐勝安藤一男

EM資材石川依久子石橋勇人市村輝宜伊藤市

郎今 津 達 夫 今 堀 宏三巌佐耕三岩崎英雄梅崎

勇梅林{府大内三郎大田啓一大野正夫大葉英

雄大房剛大森長朗岡崎恵視阿部作一奥田一

雄奥田弘枝遠部卓海洋生物環境研究所笠原和

男梶村光男片田実 加 藤 君 雄 加 藤 光 秋 金 綱 普

恭神谷平川嶋昭二川端清策神田智之協和醗

高木勝行高橋永治高橋正征タカラゲン(株)下回

工業田沢伸雄舘脇正和田中次郎田中剛千葉

尚二千原光雄月館真理雄出口真寺本賢一郎

電力中央研究所・寺脇利信東京久栄(株) トーマス

科学器械(株)時田郷徳田庚中沢信午長島秀行

南雲保西海一俊 日本海難防止協会野沢治治野

田光蔵白寿保健科学研究所(株) 長谷川由雄原慶

明博屋商行(株)福島博福代康夫藤田隆夫藤

田征晴藤山虎也舟橋説往北海道栽培漁業振興公

社・菊池健三堀口万吉堀輝三正置富太郎増田

道夫松井敏夫町田益己丸山晃三浦昭雄三上

酵工業(株)パイオ開発部清末忠人楠元守熊野茂 日出夫水沢政雄水谷善粥 ミツワ理化学工業(株)

神戸市立須磨水族館小林艶子小林弘小村精一 宮地和幸宮地重遠森宏枝森通保綴烈山岸高

斎藤俊一斎藤実斎藤議阪井奥志雄佐藤忠勇 旺山本海苔研究所横浜康継吉崎誠吉田忠生

静岡県水試・山田信夫新村巌瀬戸良三造力武彦 渡辺信渡辺信渡辺仁治渡辺真之

大日本インキ化学工業(株)生物化学事業部・浜田三郎 (50音11頂，敬称略〉



日本藻類学会

講 演 会 ・ 懇 親会のお知らせ

本学会では日本植物学会第 47回百周年記念大会の関連集会として，講演会・懇親会を下記の

通り開催しますのでど出席載きたくど案内申し上げます。

1.日 時:昭和 57年9月28日(火) 17: 30 -20 : 30 

2. 場 所:国立教育会館 6階 中 会 議室 (B会場)

3. 演 題(1) ヨーロッパの珪藻のタイプ標本について

(小林弘氏，東京学芸大学教育学部生物学教室)

(2) ケンブリッジ・カルチヤー・センターを訪問して

(原慶明氏，筑技大学・生物科学系)

4. 懇親会費1， 5 0 0円

なお準備の都合上ど出席される方は下記宛9月20日までにお申し込み下さるようにお願い

申し上げます。懇親会費は当日，植物学会大会受付にて申し受けます。

干 25 2 藤沢市亀井野 1866 

日本大学農獣医学部教養

大島海一氏宛

(TEL 0466-81-6240 





学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. I藻類」パ '1クナンバー 価格，会員は各号1，250円，非会員には各号2，000円，火号:1巻 1-2号， 5巻

1号， 6巻 1-3号 7巻 1-3号 8巻 1-3号， 9巻 1-3号.

2. I藻類」索引 1-10巻，価格，会員1，000円，非会員1，500門. 11-20巻，会員1，500円，非会員2，000円.

3. 山田幸男先生追悼号藻類25巻増補， 1977. A 5版， xxviii +418頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載.価格5，500円.

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the 

North Pacific. 1. A. ABBOTT・黒木宗尚共編， 1972. B 5版， xiv+280頁 6図版.昭和46年8月に札幌で開催

された北太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載.価務3，000円.

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B 5版， 65頁. 昭和49年9月， 札幌で行なわれた

日本藻類学会主催「コンプに関する講演会」の記録. 4論文と討論の要旨.価格700円.

Publications of the Society 

Inquiries concerning copies of the following publications should be sent to the ]apanese Society 
of Phycology， c/o Institute of 8iological Sciences， The University of Tsukuba， Sakura-mura， Ibaraki-

ken， 305 J apan. 
1. 8ack numbers of the Japanese Journal of Phycology (Vols. 1-28， Bulletin of ]apanese Society 

of Phycology). Price， 1，250 Yen per issue for members， or 1，800 Yen per issue for non member. 

Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 5， No. 1-2; Vol. 6， Nos. 1-3; Vol. 7， Nos. 1-3; Vol. 8， Nos. 1-3; Vol. 9， 

Nos. 1-3. (incl. postage， surface mail) 
2. Index of the 8ulletin of Japanese Society of Phycology. Vol. 1 (1953)ーVol. 10 (1962)， Price 

1，500 Yen for member， 2，000 Yen for non member， Vol. 11 (1963)-Vol. 20 (1972). Price 2，000 Yen for 
member， 2，500 Yen for non member. (incl. postage， surface mail) 

3. A Memorial Issue Honouring the late Professor Yukio YAMADA (Supplement to Volume 25， 
the Bulletin of ]apanese Society of Phycology). 1977， xxviii+418 pages. This issue includes 50 articles 
(26 in English， 24 in ]apanese with English summary) on phycology， with photographies and list of 
publications of the late Professor Yukio Y AMADA. Price， 6，000 Yen. (incl. postage， surface mail) 

4. Contributions to the Systematics of the 8enthic Marine AIgae of the North Pacific. Edited 

by 1. A. ABBOTT and M. KUROGI. 1972， xiv+280 pages， 6 plates. Twenty papers followed by discus-

sions are included， which were presented in the U. S.-]apan Seminar on the North Pacific benthic 
marine algae， held in Sapporo， ]apan， August 13-16， 1971. Price 4，000 Yen. (incl. postage， surface 

mail) 
5. Recent Studies on the Cultivation of Laminaria in Hokkaido (in ]apanese). 1977， 65 pages. 

Four papers followed by discussions are included， which were presented in a symposium on Laminaria， 
sponsored by the Society， held in Sapporo， S巴ptember1974. Price 700 Yen. (incl. postage， surface mail) 

昭和 57年 6月15日印刷

昭和57年 6月20日発行

。1982]apanese Society of Phycology 

Printed by GAKUJUTSU TOSHO Printing Co. 
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〒 305 茨波県新治郡桜村天王台 1-1-1
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日本藻類学会
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本誌の出版費の一部は文部省科学研究費補助金(研究成果刊行費)による.
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